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ぐ
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は
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が
き

１　

序
章

　

１　

目
的
と
方
法
論
：
黒
タ
イ
の
「
家
霊
簿
」
を
手
が
か
り
に

　

２　

親
族
研
究
と
系
譜
を
記
し
た
文
書
研
究
の
関
わ
り

　

３　

黒
タ
イ
の
村
落
生
活

　

４　

調
査

2
章　

黒
タ
イ
の
文
字
文
化
に
お
け
る
家
霊
簿

　

１　

黒
タ
イ
と
い
う
集
団
範
疇

　

２　

黒
タ
イ
の
文
字
文
化

　

３　

家
霊
簿
の
継
承

3
章　

黒
タ
イ
家
霊
簿
の
形
式
と
内
容
に
関
す
る
分
析

　

１　

黒
タ
イ
親
族
研
究
史
に
お
け
る
家
霊
簿
研
究

　

２　

家
霊
簿
の
内
容
、
形
式
の
特
徴

4
章　

家
霊
簿
の
読
者
と
読
書

　

１　

村
落
に
お
け
る
姓
使
用
と
祖
先
祭
祀

　

２　

ム
オ
ン
政
体
と
「
カ
ム
・
オ
ア
イ
家
霊
簿
」
の
関
わ
り

5　

終
章

　

１　

本
書
の
焦
点
と
本
論
の
整
理

　

２　

読
書
行
為
論
の
視
点
か
ら

あ
と
が
き　

文
献

●
「
社
会
」
の
形
成
に
文
字
文
化
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か
を
、
民
族
誌
デ
ー
タ
と
現
地
文

書
を
用
い
て
分
析
。
黒
タ
イ
の
系
譜
文
書
「
家
霊
簿
」
を
縦
横
に
読
み
解
く
貴
重
な
論
考
。

本
書
で
と
り
あ
つ
か
う
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
西
北
部
を
中
心
に
居
住

し
て
い
る
少
数
民
族
、
黒
タ
イ
が
継
承
し
て
き
た
「
家
霊
簿
（xÁ phi 

hıÓn

）」
で
あ
る
（
黒
タ
イ
分
布
地
域
に
つ
い
て
はp.x
［
地
図
１
］
参
照
）。

家
霊
簿
の
継
承
者
た
ち
は
系
譜
を
記
し
た
文
書
で
あ
る
と
い
う
観
念

を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
点
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
、
家
霊
簿
も
譜
の

一
つ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
、
家
霊
簿
は
一
般
に
「
家
譜
（gia ph¿

）」
と
ベ
ト
ナ
ム
語
訳

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
家
霊
簿
は
漢
文
で
は
な
く
古
ク
メ
ー
ル
系

の
黒
タ
イ
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
点
で
譜
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。

記
述
文
字
が
異
な
れ
ば
読
者
も
異
な
る
。
家
霊
簿
の
内
容
を
人
類
学

的
観
点
か
ら
検
討
し
、
儀
礼
と
の
関
係
を
論
じ
た
お
そ
ら
く
ベ
ト
ナ

ム
で
最
初
の
研
究
書
［CÀm

 vø K
ashinaga　

2003

］
で
も
、「
家
譜
」
で

は
な
く
「
祖
先
名
簿
（danh sæch tÁ ti’n

）」
を
ベ
ト
ナ
ム
語
へ
の
訳
語

と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
本
書
で
もxÁ phi hıÓn

（
ソ
ー
・
フ
ィ
ー
・
フ

オ
ン
）
を
家
譜
で
は
な
く
家
霊
簿
と
訳
し
て
い
る
。
譜
と
の
相
違
点
と

共
通
点
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
本
書
で
は
、
家
霊
簿
が
も
つ
形
態
、
内
容
、
用
法
の
特
徴
に
加
え
、

黒
タ
イ
が
も
つ
父
系
理
念
や
祖
先
祭
祀
の
実
践
と
家
霊
簿
の
関
わ
り

を
記
述
す
る
。

本
書
の
ね
ら
い
は
、
ベ
ト
ナ
ム
西
北
地
方
の
山
間
盆
地
で
水
田
耕

作
を
主
生
業
と
し
て
居
住
す
る
タ
イ
系
言
語
集
団
の
一
つ
黒
タ
イ
の

父
系
理
念
と
系
譜
認
識
を
、
首
領
一
族
が
中
心
と
な
っ
て
継
承
し
て

き
た
家
霊
簿
の
分
析
と
村
落
に
お
け
る
儀
礼
祭
祀
の
実
践
の
分
析
に

基
づ
き
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

研
究
で
は
、
一
九
五
四
年
以
前
の
植
民
地
期
ま
で
黒
タ
イ
社
会
は
姓

を
も
つ
父
系
氏
族
ご
と
に
階
層
化
さ
れ
た
封
建
制
度
を
維
持
し
て
き

た
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
っ
た
［M

¬c　

1997

：51- 55

］。

し
か
し
こ
れ
は
姓
、
父
系
理
念
、
姓
を
同
じ
く
す
る
人
々
の
政
治

経
済
的
、
儀
礼
的
諸
活
動
を
め
ぐ
る
現
地
調
査
の
成
果
か
ら
導
か
れ

た
結
論
で
は
な
い
。「
３
節
─
１
」
で
見
る
よ
う
に
、
姓
を
同
じ
く
す

る
人
々
が
ど
の
よ
う
な
機
能
集
団
を
形
成
し
て
い
る
の
か
、
現
地
調

査
に
基
づ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
黒
タ
イ
父
系
氏
族
論
を

修
正
す
る
こ
と
も
本
書
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
…
…
（
序
章
よ
り
）


